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研究成果の概要（和文）：「アラブの春」後の中東は、シリア紛争をはじめとする中東における紛争の深化と政
治・経済・社会情勢の不安定化により、異なる宗教間の争いのみならず、イスラーム教徒同志が戦う局面がおこ
った。そうした状況下、中東における国家の安全保障とトランスナショナルな市民社会運動はきわめて拮抗した
関係になっていることが判明した。当該諸国に生きる人々の生活が安全にかつ平和的に継続するには、平和構築
と開発支援のあり方が抜本的に変化する必要がある。

研究成果の概要（英文）：In the post Arab Spring Middle East, due to the on-going conflicts in Syria 
and some other countries as well as the growing instability in the Middle East, the conflicts 
involved not only different religous and sectarian gropus.  Under these circumstances, the conflicts
 have emerged and prevailed among Muslims.  Middle Eastern states have now faced serious challenges 
in securing state security and people's peaceful and sustainbale livelihood and development. 
Completely innovative ways of peacebuilding and development assistance should be substantially 
constructed.   

研究分野： 中東の国際政治と安全保障
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１． 研究開始当初の背景 
 中東では、9.11 事件後「テロとの戦い」

や「アラブの春」を通じ、各地で戦争、紛
争、内戦などがおこり、各国は国家安全保
障のリスクに晒されてきた。「中東における
紛争防止の学際的研究の構築」（基盤研究Ａ
研究代表者中西久枝）の研究では、ムスリ
ム市民社会組織は権威主義個々か体制には
概して対抗的である一方、国家による社会
経済的サービスの行き届かない地域や層に
対して部族、宗派の違いを超えてサービス
を越境的に行っており、国家の役割と補完
性をもつことが明らかになった。アラブの
春では、ムスリム社会組織が権威主義国家
体制を打倒し、イスラーム政党を樹立した
国家もあったが、ほぼ 1 年間のあいだに退
陣要求や軍によるクーデターなどがおこり、
チュニジアを除いては長続きしなかった。
一方、現政権は近隣諸国や地域の紛争や内
戦の影響を受け、難民やイスラーム過激派
の越境活動への管理問題など、国家安全保
障体制を強化する課題に直面している。同
時に、中東では域内及び域外からの外部勢
力が国内の少数派勢力に対し働きかけるこ
とで政治介入してきた歴史があり、紛争や
内乱の原因になっている。中東諸国はまさ
にこの意味で国民統合の課題に直面してい
る。上述の 2 つの課題、すなわち国家安全
保障と国民統合の課題は、中東諸国が国民
国家を維持する必要要件でありながら、ド
ミノ式に続く中東の政治社会変動によって
国民国家の存続が危機に晒されている。中
東諸侯はこれら 2 つの課題を同時に遂行し
ようとする、越境的なムスリム市民社会組
織とは常に緊張関係を持つ（Posusney S. 
Angrist eds. Authoritarianism in the Middle 
East, 2013）。南レバノンのヒズブッラーの活
動は、レバノン政府にとって国民統合に挑
戦するものと捉えられた。エジプトのムス
リム同砲団がパレスチナのハマスに対して
行う支援は、エジプト軍の国家安全保障政
策には阻害要因と位置づけられ、軍のクー
デター後、エジプトとガザとの出入り門は
封鎖された。タリバーンの発祥地であるパ
キスタンでは、19 世紀の英国の植民地主義
により確定されたアフガニスタンとの国境
線が事実上崩壊しつつある。他方、イラン
のムスリム市民社会組織は、国家のガバナ
ンス機能を果たす上でのツールとなってお
り、政府と社会組織の利害関係者が双方に
またがっている。 

 
２．研究の目的 
本研究は、中東において国家の安全保障と国
民統合という 2 つの課題に対し、国家機構が
越境的ムスリム市民社会組織とどのような
連携、対抗関係を有してきたかを、難民の受
け入れ体制、イスラーム過激派及びテロリス
トの管理、近隣諸国・域内及び生きがい勢力

からの介入の受け入れと排除という 3 つの領
域で研究する。両者の関係性が、9.11 事件以
降アラブの春を通じて亀裂が生じている「国
民国家」の枠組みにどう影響したかを、中東
6 カ国の事例を比較検討しつつ、同様の課題
を比較的安定的に達成してきたインドネシ
アとマレーシアの政治的多元主義の事例と
比較参照する。その成果は国内外の研究報告
会、国際会議、ウェブ上で公開し、ワーキン
グペーパーシリーズ、さらに本として公開・
出版し、国内外に発信する。さらに、日本の
中東への平和構築・開発支援に対する提言を
行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究代表者及び分担者 5 名が、それぞれの担
当国すなわち、イラン、トルコ、エジプト、
レアノン、パキスタンの国家安全保障と代表
的なムスリム市民社会組織を事例的に取り
上げ、研究する。文献及び現地でのフィール
ド調査による関係者への聞き取り調査によ
り資料を収集する。得られた資料を学際的な
手法で分析し、上述の研究目的を遂行する。
各担当者が分析したデータは、研究集会で発
表、報告し、論文や本などで出版する。また
日本の中東諸国への平和構築及び開発支援
政策への提言は、それぞれの分担者が、日本
のＯＤＡの政策決定過程と関わる場面を通
じて行う。 
 
４．研究成果 
 研究代表者、研究分担者のそれぞれの役割
分担に基づき、それぞれの調査において研究
分析した結果は、学会発表、論文、本の形で
発信されている。また、本研究の成果は、そ
れぞれの年度ごとに国際会議を日本の国内
外で開催し、公開・発信した。 
（１）2014 年度の国際会議 
 “Iran, America and Islamic State”と題する国
際会議を 2015 年 2 月 14 日に同志社大学に
て開催した。Mahmood Sariolghalam(イラン
サイードベヘシュティ大学教授)と Mustafa 
Torkzaharani(イラン国際問題研究所所長)を
招聘した。両者はイランのイラク、シリア
への安全保障政策について、日本の当該分
野の研究者とともにラウンドテーブル討
論を行い、観衆と越境的なムスリム組織が
国家の安全保障に与える貢献と負の側面
について議論した。 

（２）2015 年度の国際会議 
 上述のフォローアップの会議として、末近
浩太と中西久枝がテヘランのイラン国際
問題研究所で、同志社大学グローバル・ス
タディーズ研究科の博士課程の大学院生
とともに研究発表をそれぞれ行い、「中東
の不安定化とイラン・サウディアラビアの
対立問題の地域的、国際的影響について議
論した。 

（３）2016 年度の国際会議 



 本 科 研 の 最 終 成 果 の 公 開 と し
て、”Reconstructing State Security and National 
Integration in the Middle East”と題する国際会
議を同志社大学にて、2017 年 1 月 27 日に実
施した。基調講演として、レバノンのノート
ルダム大学の Center for Migration Studies 所長
の Guita Hourani 氏を招聘し、中東におけるシ
リア難民危機についてレバノンを事例に講
演がなされた。また、イランからは Ardeshir 
Pashang（イラン中東問題研究所）氏がサイク
スピコ協定の崩壊とクルド問題、Rahman 
Shahhuseinli(アゼルバイジャン ADA 大学)が
アゼルバイジャンを事例に国家安全保障と
紛争の長期化と国内避難民保護の問題につ
いて、それぞれ講演された。英語で行われた
国際会議であったが、2014 年度の国際会議と
同様、大学生、大学院生のみならず一般市民
による参加があり、約 50 名の参加者が集い、
盛会であった。 
 
（総論） 
 
本研究の対象国家 5 カ国について、研究調
査の結果、以下の点が明らかになった、第一
に、ムスリム同砲団のような市民社会組織の
場合、エジプトの政権交代（軍事政権化）後
は国家の安全保障上の脅威として位置づけ
られ、それまでの国家の役割との補完関係は
激減した。組織の活動はトルコなど中東の他
の国家に移植されたため、活動の性格が大き
く変化し、移転先の国家の安全保障との関係
性が新たな課題として生じた。第二に、イラ
ンのようにシリア内戦の長期化とそれへの
関与が深化するにつれ、准軍組織である革命
防衛隊の重要性が国家安全保障上高まった。
2013 年の穏健派政権の樹立後実現した核合
意により、イランに対する域内での脅威の認
識がやや小さくなったが、スンニ派対シーア
派の対立は激化した。第三に、レバノンのよ
うにシリア難民がレバノンの人口の 20％を
越える事態がシリア内戦の長期化でおこる
と、レバノン内の国内政治の派閥政治から派
生している国民への資源配分の不均等性へ
の国民の不満が高まり、国家安全保障上の脅
威が内側から派生する結果となる。また、越
境的組織であるヒズブッラーの活動の性格
がシリア内戦への介入により激変し、中東域
内での派閥対立を深めた。第四に、トルコの
ように現政権の強権化は、ディアスポラ社会
で活動を継続してきた市民社会組織への圧
力を強化する結果となった。またシリア内戦
の長期化により、越境的なテロ活動を行うＰ
ＫＫやＩＳなどに対する政策が刻々と変化
し、トルコの国家安全保障上の課題も変化せ
ざるをえず、中長期的には内部矛盾をはらん
でいる。第五に、パキスタンではこれまで軍
事政権とイスラーム過激派組織との関係が
対立と相互依存関係の両面を有し推移して
きた。2014 年以降は後者が前者へのテロを展
開し始め、より対立が深まった。その背景に

軍事政権に対するアメリカの経済支援の問
題があり、今後も部族地域で特に不安定化は
進む。 
 
 以上の研究成果を踏まえ、日本の中東に対
する平和構築及び開発支援においては、いか
のように政策提言する。 
（１） シリア、イラク内で紛争や内戦が継

続している地域に対する人道支援を行
う際、支援の資源がテロリストの手に渡
らないよう、刻々と変化する情勢を常に
モニタリングしつつ、紛争や内戦の継続
を促す資源にならない新たな支援スキ
ームを構築すべきである。 

（２） 人道支援と開発支援のリンケージ
とその矛盾点は、中東の紛争後及び紛争
継続地域ではあらゆる形をとって露呈
している。2 つの支援の境界線は限りな
く揺れ動いており、本来性格の異なるこ
れら 2 つの支援は連動、合併と差異化の
繰り返しの中で再構築されていく課題
となる。ローカル・オーナーシップを尊
重しつつも、ムスリム市民社会組織のも
つ平和への能力への拡大と阻害の両側
面を批判的に把握しながら、かつ利害関
係者の利害を調整しつつ、中・長期の視
点での支援が望まれる。 

 
本科研の研究成果は、本として出版すべく、
現在目次が整い、執筆者がそれぞれの担当ペ
ージを執筆しつつある。 
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